
政政
権権
交交
代代
なな
るる
！！

つ
く
も
苑
（
旧
県
立
コ
ロ
ニ
ー
）

の
建
替
え
に
つ
い
て
議
論
が
集

中
！昭和

49
年
に
、
身
体
障
害
者
療
護
施
設

及
び
肢
体
不
自
由
児
療
護
施
設
と
し
て
開

設
さ
れ
た
が
平
成
18
年
４
月
、
県
か
ら
社

会
福
祉
法
人
長
崎
県
障
害
者
福
祉
事
業
団

に
設
置
運
営
主
体
が
移
譲
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
老
朽
化
に
よ
り
建
替
え
が
検
討
さ

れ
て
い
る
が
、
現
地
建
て
替
え
、
移
転
建

て
替
え
に
つ
い
て
其
々
関
係
団
体
よ
り
要

望
が
上
が
っ
て
い
る
。

今
議
会
に
お
い
て
移
転
建
替
え
に
つ
い

て
突
然
県
の
意
向
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
①
移
転
の
是
非
　
②
建
設
場
所
　
③

新
施
設
の
概
要
　
④
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
予

算
な
ど
の
つ
い
て
活
発
な
質
疑
を
交
わ
し

た
。

Ｑ：

10
万
坪
も
あ
る
跡
地
活
用
が
明
確
に

な
り
地
元
の
了
解
が
得
ら
れ
な
い
う
ち
は

移
転
建
て
替
え
は
し
な
い
と
約
束
し
た
ら

ど
う
か
。

Ａ：

入
所
施
設
が
老
朽
化
し
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
も
守
れ
な
い
状
態
、
地
元
の
人
が
納

得
で
き
る
よ
う
、
早
急
に
詰
め
て
い
き
た

い
。

意
見：

現
地
建
て
替
え
を
強
く
望
ま
れ
て

い
る
地
元
関
係
者
な
ど
へ
の
配
慮
を
欠
く

結
果
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
優
先
接
種
は
！

Ｑ：

夏
休
み
が
終
了
し
２
学
期
が
始
ま
っ

た
が
、
県
内
及
び
全
国
的
な
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
）
の
発
症
状

況
は
。

Ａ：

定
点
観
測
で
沖
縄
が
一
時
的
に
爆
発

的
な
増
加
が
あ
り
40
と
い
う
数
字
に
な
っ

た
が
今
は
ピ
ー
ク
が
過
ぎ
だ
ん
だ
ん
落
ち

着
い
て
き
た
。
長
崎
県
は
９
月
に
入
り

４
・
１
で
微
増
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
九

州
で
は
２
番
、
３
番
目
ぐ
ら
い
に
あ
る
。

学
級
閉
鎖
は
延
べ
59
学
級
で
あ
り
冬
場
の

感
染
拡
大
を
避
け
る
こ
と
が
重
要
。

Ｑ：

国
産
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
状
況
と
輸
入

ワ
ク
チ
ン
の
入
手
時
期
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
接
種
対
象
者
の
優

先
順
位
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

Ａ：

国
内
産
は
こ
の
冬
で
１
５
０
０
万
人

分
く
ら
い
は
製
造
可
能
と
な
る
。
輸
入
ワ

ク
チ
ン
は
未
定
で
あ
る
。
国
内
産
の
接
種

対
象
者
は
①
直
接
携
わ
る
医
療
関
係
者
と

消
防
隊
員
（
１
０
０
万
人
）
②
妊
婦
（
１

０
０
万
人
）
③
基
礎
疾
患
を
有
す
る
も
の

（
９
０
０
万
人
）
④
１
歳
〜
就
学
前
６
歳

（
６
０
０
万
人
）
⑤
は
④
の
両
親
（
２
０

０
万
人
）
の
順
番
と
な
る
。

輸
入
ワ
ク
チ
ン
は
、
学
童
、
小
中
高
生
、

高
齢
者
の
順
に
使
う
。

乳
幼
児
医
療
費
の
現
物
給
付
、

制
度
改
正
を
急
げ
！

「
乳
幼
児
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
現
物

給
付
及
び
財
政
支
援
に
つ
い
て
」
諫
早
市

の
政
策
要
望
と
し
て
陳
情
書
が
提
出
さ
れ

た
。
本
件
を
審
議
す
る
に
あ
た
り
次
の
よ

う
な
質
疑
、
要
望
を
行
っ
た
。

Ｑ：

６
月
議
会
に
お
い
て
各
市
町
が
現
物

給
付
制
度
に
早
期
移
行
が
で
き
る
よ
う
に

要
望
を
し
て
い
た
が
そ
の
後
の
検
討
状
況

は
。
ま
た
各
自
治
体
の
財
政
力
を
背
景
と

し
て
、
施
策
に
差
異
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
る
が
、
現
物
給
付
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ：

市
町
と
の
協
議
で
は
県
の
２
分
の
１

の
補
助
率
が
維
持
さ
れ
る
と
の
前
提
で
あ

れ
ば
現
物
給
付
を
行
っ
て
も
よ
い
と
い
う

市
町
が
増
え
て
い
る
が
、
乳
幼
児
医
療
費

だ
け
で
な
く
福
祉
医
療
費
全
体
で
あ
れ
ば

と
の
意
見
や
償
還
払
い
の
ま
ま
で
い
い
と

の
意
見
も
あ
り
、
意
見
は
集
約
さ
れ
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
財
源
の
問
題
も

あ
り
、
県
内
全
域
で
現
物
給
付
を
行
う
と

な
る
と
、
県
と
市
町
で
合
わ
せ
て
約
４
億

円
程
度
の
負
担
増
と
な
る
こ
と
か
ら
、
市

町
の
意
見
も
踏
ま
え
、
国
の
動
き
も
見
な

が
ら
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

１
０
０
条
委
員
会

「
バ
イ
オ
ラ
ボ
」
審
査
終
結
!!

定
例
会
最
終
日
に
審
査
の
結
果
に
つ
い
て

委
員
長
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
同
社
関
係
者

を
詐
欺
容
疑
で
告
訴
す
る
よ
う
県
な
ど
に
求

め
る
意
見
書
案
と
久
木
野
社
長
を
偽
証
容
疑

で
告
発
す
る
動
議
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

意
見
書
案
は
、
バ
イ
オ
ラ
ボ
が
県
産
業
振

興
財
団
に
投
資
を
求
め
た
際
、
建
物
、
土
地

の
取
得
に
つ
い
て
現
状
を
正
確
に
知
ら
せ
な

か
っ
た
不
作
為
で
、
詐
欺
の
疑
い
が
あ
り
法

的
対
応
を
求
め
る
。

告
発
動
議
は
、
久
木
野
社
長
の
証
人
喚
問

で
虚
偽
の
証
言
を
し
た
疑
い
が
濃
厚
で
あ

る
。
と
の
理
由
に
よ
る
。

ま
た
、
文
教
厚
生
委
員
会
に
お
い
て
は
、

長
崎
県
立
大
学
法
人
に
お
け
る
兼
業
許
可
違

反
な
ど
を
理
由
と
し
て
停
職
６
ヶ
月
の
処
分

が
行
わ
れ
た
が
、
県
民
の
関
心
が
非
常
に
高

い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
学
法
人
理
事

長
他
２
名
を
参
考
人
と
し
て
招
致
し
意
見
徴

収
を
行
っ
た
。
久
木
野
教
授
は
無
断
欠
勤
の

常
習
者
で
あ
っ
た
。
管
理
責
任
は
極
め
て
重

い
。
再
発
防
止
策
、
給
与
の
返
還
請
求
、
他

の
教
員
の
勤
務
実
態
の
把
握
な
ど
ま
だ
ま
だ

課
題
は
山
積
。

８
月
30
日
は
日
本
の
政
治
に
と
っ
て
政
権

交
代
と
い
う
歴
史
的
な
大
転
換
を
迎
え
る
記

念
す
べ
き
日
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
は
民
主
主
義
を
国
民
自
ら
の
手
で
大

き
く
一
歩
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

今
回
の
衆
議
院
総
選
挙
は
、
疲
弊
腐
敗
構

造
の
政
権
が
長
く
続
く
中
で
、
自
公
政
権
の

実
績
に
審
判
を
下
し
、
麻
生
自
公
政
権
か
、

政
権
交
代
か
を
選
択
す
る
選
挙
で
し
た
。

小
泉
郵
政
選
挙
か
ら
４
年
、
こ
の
間
に
２

人
の
総
理
が
政
権
を
投
げ
出
し
、
選
挙
管
理

内
閣
と
し
て
誕
生
し
た
は
ず
の
麻
生
政
権

は
、
定
額
給
付
金
、
郵
政
民
営
化
な
ど
の
発

言
の
変
動
、
大
臣
の
失
脚
な
ど
が
頻
発
し
総

理
大
臣
と
し
て
の
基
本
的
な
資
質
が
問
わ
れ

る
な
ど
、
も
は
や
政
権
交
代

で
し
か
日
本
を
再
生
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
は
な
い
か
、

政
権
交
代
で
新
し
い
政
治
を

と
の
期
待
が
高
ま
る
中
で
の

選
挙
戦
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
選
挙

区
の
長
崎
２
区
は
小
選
挙
区

制
度
発
足
以
来
一
度
も
議
席

を
譲
っ
た
こ
と
が
な
い
盤
石

の
相
手
と
の
戦
い
で
あ
り
、

候
補
者
を
前
面
に
押
し
立
て

関
係
諸
団
体
の
応
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
選
挙
区
内
皆
様

の
総
力
を
結
集
し
て
の
戦
い

を
展
開
し
、
目
標
達
成
で
き

た
こ
と
は
感
激
の
極
み
で
あ

り
ま
し
た
。

１
区：

高
木
義
明

２

区：

福
田
え
り
こ

３
区：

山
田
正
彦

４
区：

宮
島
大
典

比
例
区：

川
越
孝
洋

の
完
全
勝
利
は
長
崎
か
ら
日
本

を
変
え
る
大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

県
民
の
期
待
に
応
え
る
！

民
主
党
を
中
心
と
し
て
成
立
し
た
連
立
政

権
は
、
国
民
の
大
き
な
期
待
を
背
負
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
地
方
議
員
と
し
て
も
、
重
責
を
自

覚
し
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
約
束
を
し
た
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
着
実
に
実
行
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

国
民
、
県
民
の
立
場
に
立
ち
、
あ
ら
ゆ
る

面
で
課
題
が
山
積
し
て
い
る
雇
用
、
教
育
、

福
祉
、
経
済
、
外
交
な
ど
に
期
待
を
裏
切
ら

な
い
よ
う
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

長
崎
県
政
に
お
い
て
私
た
ち
改
革
21
は
残

念
な
が
ら
議
員
の
数
に
お
い
て

自
民
党
を
下
回
り
、
国
政
と
の

ね
じ
れ
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

し
か
し
、
是
々
非
々
の
立
場

は
不
変
で
あ
り
政
権
与
党
の
県

議
会
議
員
と
し
て
の
自
覚
と
誇

り
を
持
ち
謙
虚
さ
を
失
わ
ず
多

く
の
県
民
の
皆
様
の
期
待
に
応

え
る
た
め
に
正
々
堂
々
と
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
に
、
更
な
る
ご
指

導
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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コ

ラ

ム

江

戸

町未来へと夢をつないで育てる緑
第33回全国育樹祭大会テーマ（Ｈ21年  百花台公園）

文
教
厚
生
委
員
会
及
び
分
科
会
報
告

文教厚生委員会で質疑・提言を行う！

―

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
―

当選証書を授与された福田えりこ衆議院議員とツーショット！（於・県庁）



８
月
９
日
、
平
和
集
会（
於
・
諫
早
公
園
）

建
て
替
え
予
定
の
「
つ
く
も
苑
」

現
地
調
査
予
定

「
地
域
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
に

参
加
し
八
木
節
を
披
露
？

関
連
質
問
で
地
域
審
議
会
の
活
性
化
に

つ
い
て
質
す

活動スナップ

１
、
基
金
の
創
設
拡
充
（
34
億
26
百
万
円
）

地
球
温
暖
化
対
策
や
高
校
生
の
修
学
支

援
、
介
護
基
盤
整
備
、
消
費
者
教
育
・
啓
発

の
活
性
化
な
ど
の
た
め
の
基
金
創
設
、
積
み

増
し
に
要
す
る
経
費
及
び
関
係
事
業
の
実
施

に
要
す
る
経
費
を
計
上
。

２
、
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交

付
金
の
活
用
（
46
億
26
百
万
円
）

若
年
者
・
中
高
年
者
等
の
就
職
支
援
や
雇

用
の
創
出
・
確
保
に
つ
な
が
る
対
策
、
ま
た

本
県
の
特
色
を
活
か
し
た
一
次
産
業
の
活
性

化
、
も
の
づ
く
り
・
食
品
加
工
分
野
へ
の
支

援
な
ど
、
将
来
を
見
通
し
た
産
業
の
振
興
を

図
る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
・
海
岸
漂
着

物
対
策
、
子
育
て
。
福
祉
及
び
防
災
対
策
な

ど
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
の
経
費
を
計
上
。

３
、
地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
の
活
用

低
酸
素
社
会
の
実
現
と
地
域
の
活
性
化
に

向
け
「
長
崎
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
タ
ウ
ン
」
構
想
の

９
月
定
例
県
議
会
は
９
月
４
日
（
金
）

に
開
会
し
９
月
29
日
（
火
）
ま
で
の
26

日
間
の
会
期
で
開
催
し
、「
長
崎
県
追
加

総
合
対
策
」
を
主
体
と
す
る
９
月
補
正

予
算
総
額
２
５
４
億
27
百
万
円
を
中
心

に
条
例
議
案
、
認
定
議
案
な
ど
23
議
案

を
可
決
、
承
認
、
認
定
、
同
意
し
閉
会

し
た
。

主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
電
気
自
動
車
と

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｔ
Ｓ
）
を
連

動
さ
せ
た
未
来
型
の
ド
ラ
イ
ブ
観
光
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
計
上
。

１
、
県
内
経
済
・
雇
用
を
支
え
回
復

に
結
び
つ
け
る
緊
急
対
策
と
し
て

①
龍
馬
伝
活
用
観
光
客
県
内
周
遊
促
進
事

業

（
１，
７
５
８
万
９
千
円
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
の

放
映
に
よ
る
誘
客
効
果
を
県
下
全
域
に

及
ぼ
す
た
め
、
県
内
周
遊
対
策
を
実
施
　

・
長
崎
街
道
観
光
ル
ー
ト
の
整
備
な
ど

・
県
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

②
中
小
企
業
経
営
緊
急
安
定
化
対
策
資
金

（
91
億
円
）

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を
緊
急
に
支

援
す
る
た
め
、
12
月
か
ら
３
月
ま
で
の

年
末
・
期
末
の
資
金
需
要
に
対
応
す
る

融
資
枠
の
確
保

③
緊
急
地
方
道
整
備
費

（
２
億
円
）

県
内
橋
梁
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
計
画
を

見
直
し

・
平
成
21
年
簑
島
大
橋→

事
業
計
画
変
更

★
本
件
は
費
用
対
効
果
、
省
エ
ネ
な
ど

に
お
い
て
県
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
と
し
て
一
般
道
路
の
維
持
な
ど
に

事
業
計
画
を
変
更
し
て
可
決
し
た
。

④
県
単
独
事
業
費

（
12
億
19
百
万
円
）

追加総合対策追加総合対策
239億39百万円を可決！239億39百万円を可決！
追加総合対策
239億39百万円を可決！
（21年度予算総額　6,843億71百万円となる）

９月定例議会報告
県
内
経
済
の
下
支
え
や
中
小
企
業
の

受
注
機
会
の
拡
大
を
図
る

２
、
将
来
を
見
据
え
た
た
く
ま
し
い

産
業
の
育
成
対
策
と
し
て

①
も
の
づ
く
り
試
作
加
工
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
事
業
費
　
　
　
（
４
億
16
百
万
円
）

本
県
の
機
械
加
工
、
食
品
加
工
分
野

の
技
術
力
向
上
・
新
分
野
進
出
等
を
支

援
す
る
た
め
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
内

に
「
も
の
づ
く
り
試
作
加
工
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置

・
精
密
加
工
機
器
、
精
密
計
測
機
器
等

を
整
備

・
成
分
分
析
機
器
、
食
品
加
工
機
器
等

を
整
備

②
ミ
カ
ン
産
地
再
生
緊
急
対
策
事
業
費

（
43
百
万
円
）

本
県
の
基
幹
品
目
で
あ
る
温
州
み
か

ん
に
対
す
る
産
地
再
生
支
援

・
集
落
組
織
化
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
派
遣

・
集
落
で
共
同
利
用
す
る
省
力
機
械
へ

の
助
成

③
諫
早
湾
周
辺
地
域
環
境
保
全
型
農
業
推

進
事
業
費
　
　
　
　
　
　
（
18
百
万
円
）

諫
早
湾
干
拓
地
に
お
け
る
環
境
保
全

型
農
業
の
推
進

３
、
低
炭
素
革
命
・
新
エ
ネ
ル
ギ
・

環
境
対
策
の
推
進

４
、
県
民
の
暮
ら
し
の
安
心
確
保

対
策
と
し
て

①
安
心
こ
ど
も
基
金
事
業（

６
億
７
百
万
円
）

◇
地
域
の
子
育
て
支
援
力
ア
ッ
プ
事
業

費
　
　
　
　
　
　
（
１
億
77
百
万
円
）

・
地
域
の
創
意
工
夫
に
よ
り
自
治
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
が
行
う
地
域
子
育
て

活
動
を
支
援

◇
地
域
め
ぐ
り
あ
い
創
出
事
業
費

（
12
百
万
円
）

・
独
身
男
女
の
め
ぐ
り
合
い
を
支
援
す

る
た
め
官
民
協
働
の
活
動
へ
の
助
成

（
12
地
区
　
男
女
各
20
名
）

②
失
業
者
の
住
居
・
生
活
支
援
等
対
策

（
15
億
円
）

◇
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
費

・
住
居
を
喪
失
ま
た
は
喪
失
す
る
恐
れ

の
あ
る
者
に
対
し
て
、
住
居
費
用
を

支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
居
及
び

就
労
機
会
を
確
保
（
単
身
世
帯
28
千

円
２
人
以
上
世
帯
36
千
円
）

◇
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
費

・
低
所
得
者
、
障
が
い
者
ま
た
は
高
齢

者
に
対
し
、
資
金
の
貸
し
付
け
と
必

要
な
相
談
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
経
済
的
自
立
な
ど
を
促
進（
貸
付

限
度
額
15
〜
60
万
円
／
20
年
以
内
）

Ｑ：

地
域
審
議
会
は
合
併
後
10
年
間
継
続

し
て
設
置
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
地
域
審
議
会
に
お
い
て
地
域
の
課

題
や
要
望
が
適
性
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の

か
、
活
動
状
況
が
よ
く
見
え
な
い
、
解
り

づ
ら
い
と
の
声
を
聞
く
が
、県
の
見
解
は
。

Ａ：

旧
法
下
で
合
併
し
た
11
市
町
で
設
置

さ
れ
て
い
る
。
地
域
振
興
計
画
や
地
域
総

合
計
画
に
か
か
る
事
項
を
諮
問
し
、
協
議

の
う
え
提
言
等
を
行
っ
て
い
る
。

審
議
会
の
内
容
は
各
市
町
の
広
報
誌
、

あ
る
い
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
く
住
民
の

方
に
公
表
し
て
い
る
。

①
地
方
財
政
の
円
滑
な
運
営
に
つ
い
て

②
私
学
助
成
制
度
の
充
実
強
化
に
つ
い

て
③
離
島
航
路
の
船
舶
建
造
及
び
修
理
点

検
に
関
す
る
県
内
受
注
の
促
進
を
求

め
る
意
見
書

④
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
の
支
援
の
在

り
方
及
び
バ
イ
オ
ラ
ボ
社
に
か
か
る

問
題
に
つ
い
て
の
法
的
な
対
応
な
ど

に
関
す
る
意
見
書

市
町
村
合
併
に
伴
う
地
域
審
議
会
の
活
性
化
を
図
れ
！

関
連
質
問
に
登
壇
！

補
正
予
算
の
主
な
内
容

具
体
的
な
使
い
方
は

採
択
さ
れ
た
意
見
書


